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ぼくは、なつやすみに、まいにちおかあさんとおしごとにいきました。学校のしゅくだいをしたり、お

かしをたべたり、ゲームをしたりしました。ときどきねむくなって、ゆかでねたりしました。

ぼくがひまそうにしていると、おかあさんのおしごとの「あけのさん」という人が、おりがみでぼくの

大すきなきょうりゅうをつくってくれました。

プテラノドン、ティラノサウルス、カルノサウルス、スピノサウルス、トリケラトプス、ほかにもいっ

ぱいつくってくれました。おりがみのきょうりゅうであそぶのがたのしくて、おしごとにいくのが大す

きになりました。あけのさんがしてくれたしんせつ、すごくうれしかったです。

ぼくは、おかあさんといっしょにかんがえて、あけのさんにおかえしをすることにしました。ぼくは、

むずかしいおりがみはできないので、おりがみとえ
●

をあげることにしました。「ありがとう」のおてがみ

と、え
●

はおりがみのきょうりゅうのえ
●

をかきました。

おしごとのときにわたしたら、

「ありがとう。うれしい。」と、よろこんでくれました。

それと、おしごとのばしょのそうじもしました。おかあさんに、そうじきはおとが大きすぎるといわれ

たので、ぞうきんでゆかをふきました。へやがひろくてたいへんだったけれど、たのしかったです。

ぼくがそうじをしていたら、おしごとの人みんなが、

「ありがとう。」

といってほめてくれて、おかしをくれました。あけのさんは、こんどはいつもより大きなおりがみで、い

つものきょうりゅうよりも大きなきょうりゅうをくれました。まえにもらったきょうりゅうもかっこよ

かったけれど、この日にもらったきょうりゅうは、もっともっとかっこよくてうれしかったです。

ぼくのきょうりゅうコレクションのあきかんには、大きすぎて入らないので、大きいはこがほしいです。

しんせつをされると、なにかしたくなりました。しんせつをすると、またかえってきました。しんせつ

は、してもされても、すごくうれしいきもちになりました。しんせつはずっとつづくので、ぼくはいまし

ているしんせつを、これからもずっとつづけていきたいとおもいます。

このなつやすみにしたしんせつは、そうじだったけれど、しんせつはほかにもいっぱいあって、学校で

できるしんせつもあると、おかあさんがいっていました。おともだちのえんぴつがおちていたらひろっ

てあげたり、けしごむをわすれているおともだちがいたらかしてあげたり、先生がにもつをいっぱいも

っていたら、おてつだいをしたりします。

ぼくは、２がっきがはじまったら、学校でもたくさんのしんせつをしようとおもいます。そして、おと

もだちにいっぱいよろこんでもらえたら、ぼくもうれしいです。


